
発生状況図（平面図・写真・図解等）

埋設配管の土被り ☚ 発生要素

GL ｰ100mm （浅い 規程はない）

ｼｰﾄ固定ピン長さ

150mm

※配管内配線へピンが接触
（ 埋設調査が重要 ）

GL 

引込開閉器盤までの電源線損傷は、低圧キュービクルでの絶縁不良となるが、店舗

影響は 即時に発生せず、キュービクル定期点検の異常検知では原因特定できない。

➙ 電線張替で破損確認 そもそも、作業者が ﾋﾟﾝ打ち時に感電事故で被災危険大。

キュービクル

防草ｼｰﾄ範囲

埋設配線ルート

引込開閉器盤

屋外キュービクル、引込開閉器盤 の配置から懸念‼ 埋設の配管・配線ルート調査は必須
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発生状況図（平面図・写真・図解等）

埋設管ルート、配線損傷個所 防草ｼｰﾄ固定ピン

配管布設替後 ： 新規は露出配管

引込開閉器盤

屋外キュービクル

※防草シート固定ピンによる過去事例
200013945（給水管）、200014185（外灯電源線）、198321796（外灯電源線）

埋設懸念調査 ： 既設設置機器から類推、 立下げ管埋設部を試掘

例） 散水栓、給水メーター、引込開閉器盤、キュービクル、外灯等



平成九年通商産業省令第五十二号

電気設備に関する技術基準を定める省令

低圧は規定なし

高圧は300㎜以上


